
1997年出上の木簡
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・茂
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宮
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遺
跡

１
　
所
在
地
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村
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利

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
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七
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（平
９
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一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
森
内
秀
造

・
矢
野
治
巳

・
高
木
芳
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

茂
利
宮
の
西
遺
跡
は
兵
庫
県
内
陸
部
の
中
町
に
あ
り
、
加
古
川
の
支
流
で
あ

る
杉
原
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
盆
地
平
野
の
中
央
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
杉

原
川
西
岸
の
段
丘
上
に
あ
り
、

西
か
ら
東
へ
下
る
扇
状
地
上
の

緩
斜
面
に
立
地
す
る
。

茂
利
宮
の
西
遺
跡
は
中
世
の

金
属
関
係
の
生
産
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
る
。
町
教
委
に
よ
っ
て

嘲

行
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、

生

溝
に
よ
る
区
画
と
そ
の
中
に
建

く

て
ら
れ
た
建
物
な
ど
の
遺
構
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
は
多
量
の
炭

。
焼
土
が
堆
積
し
て
い
た

ほ
か
、
ピ

ッ
ト
な
ど
か
ら
も
、
比
較
的
多
く
の
ス
ラ
ッ
グ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
調
査
事
務
所
が

一
九
九
七
年
度
に
行
な
っ
た
発
掘
調
査
で
は
、
弥
生

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
わ
た
る
時
期
の
遺
構
、
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
や
は

り
埋
土
中
に
炭
、
焼
土
、
及
び
ス
ラ
ッ
グ
な
ど
を
多
量
に
含
む
土
坑
が
多
く
検

出
さ
れ
て
お
り
、
精
錬
あ
る
い
は
鋳
造
な
ど
に
関
与
し
た
生
産
遺
跡
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

本
調
査
地
点
は
、
遺
跡
の
東
端
に
あ
り
、
扇
状
地
上
の
緩
斜
面
か
ら
平
坦
地

へ
と
変
わ
る
地
形
の
変
換
点
に
あ
た
る
。
調
査
地
点
全
体
を
黒
色
の
粘
土
層
が

厚
く
お
お
っ
て
お
り
、
同
層
中
か
ら
は
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
上
器
が
出

土
し
て
い
る
が
、
特
に
平
安
時
代
の
も
の
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
こ
の
黒
色
粘
土
層
を
切
っ
て
構
築
さ
れ
た
室
町
時
代
の
井
戸
の
底

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
共
伴
遺
物
に
は
わ
ず
か
な
土
器
片
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
細
片
で
器
形
を
復
原
で
き
な
い
。
井
戸
は
石
組
み
で
、
自
然
及
び
半
加
工
し

た
川
原
石
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
井
戸
回
の
直
径
は
七
〇
卿
、
底
部
で
は

九
〇
ｃｍ
を
測
り
、
袋
状
の
断
面
形
を
呈
し
て
い
る
。
深
さ
は
現
状
で
二
ｍ
を
測

る
が
、
削
平
を
受
け
て
い
る
た
め
、
本
来
は
ま
だ
三
〇
釦
以
上
の
深
さ
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
井
戸
の
他
に
は
、
ピ

ッ
ト

・
土
坑

。
溝
が
あ
る
が
、
炭

。
焼

土

・
ス
ラ
ッ
グ
な
ど
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
属
生
産
に
関
わ
る
よ
う
な
性

格
の
も
の
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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伽
）
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桶
の
底
板
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
、
弧
を
な
す
側
の
側
面
に
は
三
カ
所
に
木

釘
で
と
め
る
た
め
の
穿
孔
が
見
ら
れ
る
。
材
質
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。
弧
度
か
ら

元
来
の
大
き
さ
は
直
径
約

一
九
四
嗣
に
復
原
で
き
る
。
墨
痕
は
完
全
に
流
失
し

て
い
る
が
、
墨
の
あ
っ
た
部
分
に
残
る
盛
り
上
が
り
か
ら
、
少
な
く
と
も

一
〇

字
が
観
察
で
き
る
。　
一
行
め
は
左
半
の
み
残
存
す
る
。
四
文
字
め
は
言
偏
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
行
め
は
二
宇
め
と
三
字
め
の

「観
應
」
の
二
字
は

明
瞭
で
元
号
と
考
え
ら
れ
る
。
「應
」
の
下
は

「
二
年
」
と
判
読
で
き
る
可
能

性
が
高
い
が
、
全
体
の
字
配
り
か
ら
す
る
と

一
文
字
分
し
か
な
く
、
観
応
元
年

１
三
年

（
三
一一五
〇
―
〓
一三
一
じ

の
干
支
で
あ
る

「庚
寅
」
「辛
卯
」
「壬
辰
」

の
い
ず
れ
か
の
頭

一
文
字
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
関
し
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
小
林
基
伸
氏
、

松
井
良
祐
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
材
質
に
つ
い
て
は
、
当
調
査
事
務
所
の
藤

田
淳
氏
の
顕
微
鏡
観
察
結
果
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
荻
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『平
成
八
年
度
　
年
報
』

（
一
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九
七
年
）
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）
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